
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

  

 【まなびぃや ８月～夏休み特別企画～  】  

 

２学期が始まり、また学校に活気がもどってきまし
た。２学期は行事も多く、子どもたちが様々な活動を通
して、みんなで協力しながらたくましく成長してくれ
ることを期待しています。 
しかし、期待とともに不安もあります。厳しい暑さが

続いており、まだしばらくは熱中症への警戒をゆるめ
ることができません。そして、新型コロナウイルス感染
症の感染拡大が、夏休み中におさまるどころか、勢いを
増してきているような状況です。子どもたちやご家族
の健康、今後の教育活動への影響が心配です。 
引き続き、熱中症や感染症の予防対策を行いながら、

子どもたちの健康、安全を第一にできる範囲内で精一
杯やっていきたいと思います。今後とも、ご理解とご協
力の程、よろしくお願いいたします。 
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学校だより 令和 4 年 8 月 26 日 

例えば、「ありがとう」「すごいね」「がんばってね。」
など、人を元気にしたり、うれしい気持ちにしたりす
る言葉を「ふわふわ言葉」といいます。反対に「むか
つく」「うざい」「そんなことも知らないの？」など、
人をいやな気持ちにしたり、悲しい気持ちにしたりす
る言葉を「チクチク言葉」とよんでいます。 
このところ、子どもたちの自尊感情の低下が課題と

なっていますが、「チクチク言葉」はそれに追い打ち
をかけてしまいます。「ふわふわ言葉」は、それを言っ
てもらう方だけでなく、言う方もやさしくおだやかな
気持ちになれたり、笑顔になれたりします。 
言葉遣いに気を配ることは、相手を「思い遣る（や

る）」こと。コロナ禍で不安や閉塞感が漂う中、言葉の
持つ力を自覚し、言葉を大切にしたいと思います。 
始業式で子どもたちに「ふわふわ言葉」と「チクチ

ク言葉」の話をしたあと、こうよびかけました。 
「みんなが元気になれるように、あすか野小学校を
『ふわふわ言葉』でいっぱいにし、笑顔あふれる学校
にしていきましょぅ。」 

 

見守りボランティアの皆様には、日頃より子どもたち
の登下校時の見守りで大変お世話になり、感謝申し上げ
ます。８月２２日に、あすか野自治会館にて令和４年度
見守り者意見交換会が開催されました。 
まず、生駒市交通指導員の方々から「子どもの特性を

知って安全な見守り活動を」という演題でご講演いただ
きました。 
その後、子どもたちの登下校に関する意見交換の中

で、とび出しや車道へのはみ出し、走って転倒する子、
横断中のおしゃべりなど、ボランティアの方々から気に
なる様子についてご報告いただきました。これらについ
ては、繰り返し注意喚起していく必要があると考えま
す。また、ボランティアの方々のご高齢に伴って見守り
の人員が少なくなってきていることから、保護者の見守
りを頼りにしたいとのご意見が多数ありました。保護者
の皆様におかれましては、「登下校見守り当番表」を今一
度、ご確認ください。よろしくお願いいたします。 
なお、１学期の終わりに４年生が見守りボランティア

の方々にお礼の手紙を書いてくれました。 
（以下一部抜粋） 
・いつもわたしたちに「黄色い線から後ろにさがらない
とあぶないよ。」とか、車や自転車がきている時に「ちょ
っと待ってね。」とやさしく声をかけてくださってあり
がとうございます。 ・いつも笑顔でわたしたちをむか
えてくださっているおかげで、わたしたちは安全に安心
して学校へ行って帰ることができて幸せだと思ってい
ます。 ・朝早くから「おはよう。」「いってらっしゃい。」
と声をかけてくれたとき、よし、今日もがんばろう！と、
元気がわいてきます。おかげで地域のいろんな人と話せ
るようになりました。 

 

子どもたちは、登下校を見守っていただいていること

で、事故の防止だけでなく、気持ちの面でも励みとなり、

支えになっているようです。地域で見守られている安心

を得ながら、子どもたちには自分で自分の身を守る力を

つけてほしいと願っています。 

８月の放課後子ども教室「まなびぃや」 
では、夏休み特別企画として工作とプロ 
グラミングを行いました。 
８月２日、１・２年生を対象に絵とＩＣ 

（集積回路）を組み合わせた「おしゃべりする絵（も
のまね九官鳥）」の工作をしました。絵は、九官鳥のほ
か、くま、いるか、にわとりなど、子どもたちが画用紙
に描かれた好みの絵を選んで、ていねいに色をぬって
いきました。それに、電池ボックス、ＩＣ、スピーカー
をはりつけて完成。ＩＣの赤いボタンを押して絵に話
しかけます。黒いボタンを押すと、絵から同じ声が返
ってきて子どもたちはにっこりほほ笑んでいました。 
８月３日、３～６年生を対象に、タブレットでマイ

クロビットを使ってプログラミングを行いました。ボ
タン操作によってＬＥＤでマークや文字を表示させた
り、「きらきら星」、「かえるの合唱」等の曲やサイレン
音を鳴らしたりして活動を楽しみました。 

両日とも、地域の「あすか野ロボ
ットクラブ」の方々にご指導いただ
きました。ありがとうございまし
た。うまく声が聞こえたり、音が鳴
ったりしたときの子どもたちのう
れしそうな表情が印象的でした。 

令和４年度見守り者意見交換会 

『ふわふわ言葉』で元気と笑顔を 

主
な
予
定 

9月 27日・28日  5年生野外活動 

9月30日・10月1日 6年生修学旅行 

10月 15日 運動会 

 


